
ご参加費； お一人様 １０，０００円（税込）です。 当日に会場受付けにてお支払い手続きください。 

   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★セミナーの抜粋紹介 （以下は事例です。部分的に変更される場合がございます。あらかじめご了承ください。） 

 
平成 26年 2月 24日（月）                 平成 26年 2月 25日（火） 

                 13: 30 ～ 16：30                                 13: 30 ～ 16：30 

              地下鉄「四条」駅 京都私学会館                  各線「市ヶ谷」駅 アルカディア市ヶ谷 

               講師 稲葉 人司                             講師 稲葉 人司   

  
 

お申込み； 2月度「私学管理職のための自学自習事例研究セミナー」への参加ご希望の方は下記の 

「FAX申込書」に必要事項ご記入のうえご返信ください。 弊社にて受付確認後会場地図をお送り致します。 

 

 

 
□□□ 以下ご記入の上、切り離さずそのままご送信ください □□□ 

 

 

 【2月 管理職のための自学自習事例研究セミナー FAX申込書】  
＜参加される会場に必ず 印 をお付け下さい＞  

□京都会場 2/24（月）   □東京会場 2/25（火）  
  

貴校名     無料相談  希望する・希望しない 

電話     ファックス   

参加者１   役職； メール   

参加者２   役職； メール   

参加者３   役職； メール   
 

 

自ら進んで勉強する生徒を育てることが喫緊のテーマであることは 

理解している。が、実際に成果を獲得することは本当に難しい。 
 

本セミナーでは、色々な教育機関の成功事例・失敗事例を分析し、 

成功につながるポイントと学内で研究すべきテーマを特定します。 
 

『『主主体体的的なな』』学学習習時時間間量量にに注注目目すすべべきき時時代代でですす  
やみくもに宿題や課題を増やすだけでは何も解決しません。  
思考を伴わない学習はどれだけ時間を費やしても成果につながりません。 

主主体体的的にに学学習習すするる生生徒徒がが急急増増ししてていいるる学学校校のの共共通通項項  
① １日最低３時間の授業外勉強をクラス全員で取り組めている学校 

② 掛け算もできない中高生が 90分間の学習を続けることで偏差値を 10～30ポイント伸ばしている塾 

株式会社ヒューマンリンク（京都市） 
TEL：0120－451－050 FAX：0120－075－347 

 

本申込書は FAX にて 

０１２０－０７５－３４７ までご送付下さい 

セミナー終了後（16：30以降）に個別無料相談をおうけします。 

ご希望の方は下記申込書に相談希望に印をいただきご返信願います。  

 

 

私私学学管管理理職職ののたためめのの自自学学自自習習事事例例研研究究セセミミナナーー                ＨＨｕｕｍｍａａｎｎＬＬｉｉｎｎｋｋ  

京都 

会場 

東京 

会場 

 

NEW 

 

講義が中心のセミナ

ーですが、すぐ実践

可能な取り組みをお

持ち帰りいただける

よう、参加者同士の

情報交換を可能な

範囲で実施したいと

考えております。 

ご期待ください。 

○学校の根幹とも言える勉強時間だが、本気で

改革に取り組めている学校は意外と少ない。 

 

○理由は「増えないのは生徒に問題がある」もしく

は「スマホやラインなどのせいだ」と他責にしよ

うとする先生が多いことに起因する。 

 

○もちろん、これらの理由によるマイナス要因を

無視することはできない。 

○が、学校の取り組みを見直すことで、大きな果

実（主体的に勉強する生徒急増）を手にしてい

る学校が存在することも厳然たる事実である。 

 

○授業外勉強時間で勝ち組になれるかどうかは 

管理職の取り組みと考え方で決まる。 

 

○学校改革を総括するためのヒントが満載の本セ

ミナーに是非ご参加ください。 

現状 

目標 

受動的な生徒が多い理由を生徒のせい（学力レベルや学習意欲）にしていませんか？ 


